
国語科学習指導案（略案） 

平 成 2 8 年 1 1 月 1 8 日 （ 金 ） ２ 校 時 

高等部国語Ｃグループ 男子６人 女子１人 計７人 

場 所  高 等 部 ２ 年 教 室 

指導者  井上由梨佳 ( C T )  川越正仁 ( S T ) 

１ 題材  「感じたことを表そう～詩・俳句～」 

 

２ 本時の実際（８／12） 

 (1) 全体目標 

   友達と話し合い，学校行事のキャッチフレーズ川柳を作ることができる。 

 (2) 個人目標 

生徒 個人目標 

Ａ 

（１年，男） 

友達の意見を取り入れながら言葉を入れ替えたり，複数の川柳を比較したりして，好き

な表現を選んで川柳にすることができる。 

Ｂ 

（１年，男） 

自分や友達が考えた行事をイメージする言葉に助詞カードや語尾カードを加えて，五音

や七音の言葉を作ることができる。 

Ｃ 

（１年，男） 

自分や友達が考えた五音や七音の言葉を読み比べて好きな表現を選び，川柳を作ること

ができる。 

Ｄ 

（２年，男） 

友達と出し合った行事をイメージする言葉の中から五音や七音の言葉を探し，組み合わ

せて川柳にすることができる。 

Ｅ 

（２年，女） 

行事をイメージする言葉に助詞カードや語尾カードを加えて五音や七音の言葉を作っ

たり，友達が考えた言葉と入れ替えたりして，好きな表現を選ぶことができる。 

Ｆ 

（３年，男） 

友達が出した言葉を参考に新しい表現を考えたり，複数の川柳を比較したりして，好き

な表現を選んで川柳にすることができる。 

Ｇ 

（３年，男） 

行事をイメージする言葉を五音や七音で考えたり，友達の意見を取り入れて言葉を入れ

替えたりして，川柳を作ることができる。 

 (3) 指導及び支援に当たって 

   前時までに生徒たちは，俳句や川柳が五七五の十七音から成ることを学習し，五音，七音の枠に合わせて

テーマに応じた言葉を考え，組み合わせる活動を通して，「友達」や「先生」，「秋」をテーマに川柳を作っ

たり，お互いの作品を鑑賞し合う中で，同じテーマでもそれぞれの作品が違う言葉で表現されていることに

気付いたりできるようになってきた。 

   そこで本時では，グループでより良い言葉の組み合わせを話し合う活動を通して，みんなで学校行事を宣

伝する川柳を作ることができるようにしたい。具体的には，以下のような指導及び支援を行う。 

  ＜導入＞ 

  ・ 作品の例を音読し，字数を数えたり，リズムを感じたりして，俳句や川柳の決まりを思い出すことがで

きるようにする。基 

  ・ 行事の写真やポスターを提示することで，具体的な行事の内容を想起しながら創作への意欲を高めるこ

とができるようにする。 

  ＜展開＞ 

・ カードを並べる，写真を手掛かりに考えて書く，言葉を組み合わせるなど得意な方法を選択することで，

全員が主体的に川柳作りに取り組むことができるようにする。表 

・ グループ活動では，友達と意見を出し合うことで，お互いが考えた言葉を読み比べて表現の違いに気付

いたり，友達の表現を取り入れたりして，より良い表現を見付けて川柳を完成することができるようにす

る。思・判，表，関 

・ 生徒から出された良い意見を教師が称賛することで，いろいろな表現の面白さを友達と共有できるよう

にする。基 

・ 作った川柳を発表し合う中で，お互いの頑張りを称賛し，達成感を感じることができるようにする。表 

  ＜終末＞ 

  ・ 完成した川柳を全員で音読することで，グループで意見を出し合い，表現を工夫して川柳を作ることが

できたことを振り返ることができるようにする。 

 



(4) 実際 

過程 主な学習活動 指導及び支援上の留意点 資料・準備 

導入 
（10分） 

１ 始めの挨拶をする。 
 
 
２ 前時の学習を振り返り，本時
の学習について話し合う。 

 
 
 

・ 姿勢を正して元気よく挨拶し，
学習の始まりを意識できるよう
にする。 

・ 前時までに作った俳句・川柳を
聞いたり，読んだりして学習内容
を思い出し，本時の学習に見通し
をもつことができるようにする。 

 
 
 
・ 前時までの作品 
・ 掲示用五七五枠 
・ ワークシート 
 

展開 
（35分） 

３ 行事川柳の作り方を確認す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 行事川柳を作る。 
(1)  行事の写真を見て思い浮か

ぶイメージや思い出をグルー
プで出し合う。 

(2) 出し合った言葉を字数に応
じて組み合わせて川柳にす
る。 

(3) より良い表現がないか同じ
字数の言葉を入れ替えてたく
さんの川柳を作る。 

(4) 声に出して読み，好きな川
柳をグループで一つ選ぶ。 

グループ 生徒 
① Ａ，Ｃ，Ｄ 
② Ｂ，Ｇ 
③ Ｅ，Ｆ 

 
５ 作った川柳を発表する。 

・ 全員で意見を出し合って川柳を
作ることで，グループ活動の流れ
を理解することができるように
する。その際，手順表と照らし合
わせながら川柳を作っていくこ
とで，手順を理解し，グループ活
動でも手順表を用いて自分たち
で活動を進めることができるよ
うにする。 

・ 教師が複数の表現の良さを称賛
して認めることで，正解は一つで
はなく，いろいろな表現があって
良いことを確認できるようにす
る。 

・ Ｂ，Ｅは，助詞カードや語尾カー
ドから言葉を選択して加えるこ
とで，思い浮かんだ言葉を五音や
七音にすることができるように
する。 

・ CT，STはそれぞれのグループが
作った作品の表現が違う部分を
強調して読み上げ，生徒が複数の
作品の印象の違いに気付くこと
ができるようにする。 

・ Ａ，Ｃ，Ｅ，Ｇは必要に応じて
進行表を用いて話合いの流れを
確認することで，自分の意見を友
達に伝えたり，Ｂ，Ｄ，Ｆの意見
を引き出したりして，友達同士で
話合いを進めることができるよ
うにする。 

・ お互いのグループが作った作品
を共有できるように，作った川柳
と行事の写真をタブレット端末
で撮影し，テレビに映しながら発
表する。 

・ グループの全員が発表に参加で
きるように，「タブレット端末の
操作」や「読み上げ」などのカー
ドで事前に役割を決めておく。 

・ カレンダー 
・ 行事の写真 
・ 行事のポスター 
・ 行事のイメージ
言葉リスト 

・ 手順表 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ミニホワイト
ボード 

・ 五七五枠 
・ 形容詞カード 
・ 助詞カード 
・ 語尾カード 
・ 話合い進行表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ タブレット端末 
・ テレビ 
 
 
 
・ 役割カード 
 

終末 
（5分） 

６ 本時の振り返りをする。 
 
 
 
７ 終わりの挨拶をする。 

・ それぞれのグループの作品を全
員で音読し，違いや良いところを
見付けてお互いに称賛し合うこ
とができるようにする。 

・ 次時は翌週や翌月に控えた行事
の川柳を作ることを伝え，学習へ
の意欲や期待感を高めたり，生活
の中で川柳作りのキーワードを
探したりすることができるよう
にする。 

 
 
 
 
・ 行事の写真 
 

 

 友達と話し合って，行事川柳
を作ろう。 



 (5) 場の設定 

          導入時                       展開時，終末時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (6) 評価 

  ア 全体目標 

友達と話し合い，学校行事のキャッチフレーズ川柳を作ることができたか。 

  イ 個人目標 

生徒 個人目標 

Ａ 

（１年，男） 

友達の意見を取り入れながら言葉を入れ替えたり，複数の川柳を比較したりして，好き

な表現を選んで川柳にすることができたか。 

Ｂ 

（１年，男） 

自分や友達が考えた行事をイメージする言葉に助詞カードや語尾カードを加えて，五音

や七音の言葉を作ることができたか。 

Ｃ 

（１年，男） 

自分や友達が考えた五音や七音の言葉を読み比べて好きな表現を選び，川柳を作ること

ができたか。 

Ｄ 

（２年，男） 

友達と出し合った行事をイメージする言葉の中から五音や七音の言葉を探し，組み合わ

せて川柳にすることができたか。 

Ｅ 

（２年，女） 

行事をイメージする言葉に助詞カードや語尾カードを加えて五音や七音の言葉を作っ

たり，友達が考えた言葉と入れ替えたりして，好きな表現を選ぶことができたか。 

Ｆ 

（３年，男） 

友達が出した言葉を参考に新しい表現を考えたり，複数の川柳を比較したりして，好き

な表現を選んで川柳にすることができたか。 

Ｇ 

（３年，男） 

行事をイメージする言葉を五音や七音で考えたり，友達の意見を取り入れて言葉を入れ

替えたりして，川柳を作ることができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイトボード 

 

Ａ 

 

Ｅ 

 

Ｄ 

 

Ｃ 

 

Ｇ 

Ｂ 

ＣＴ 

ＳＴ 

ホワイトボード 

 

Ｆ 

 

Ｅ 

 

Ｄ 

 

Ｃ 

 

Ａ 

Ｂ 

ＣＴ 

ＳＴ 

テレビ 

Ｇ 

 

Ｆ 



 

 
児童生徒名 個人目標 児童生徒名 個人目標 

Ａ 
きまりを知り，テーマに合わせて字数を調整しながら言葉を選び，川柳を作ることができる。 
俳句・川柳を聞いたり読んだりして情景を想像し，感じたことを発表することができる。 

Ｅ 
きまりを理解し，字数やテーマに合う言葉を選択肢から選んだり教師と一緒に考えたりして，川柳を作ることができる。 
俳句・川柳を聞いたり読んだりして情景や作者の気持ちを想像し，感じたことを書いたり話したりして伝えることができる。 

Ｂ 
きまりを知り，選択肢から字数やテーマに合う言葉を教師と一緒に選び，組み合わせて川柳を作ることができる。 
名詞や気持ちを表す言葉を手掛かりに俳句・川柳の表す情景を想像し，感じたことを言葉カードや写真から選んで伝えることができる。 

Ｆ 
きまりを理解し，テーマに合わせて字数を調整しながら言葉を選び，川柳を作ることができる。 
俳句・川柳の情景や作者の気持ちを読み取り，感じたことを書いて伝えることができる。 

Ｃ 
きまりを知り，字数やテーマに合う言葉を選択肢から選んだり教師と一緒に考えたりして，川柳を作ることができる。 
俳句・川柳を聞いたり読んだりして情景を想像し，感じたことを発表することができる。 

Ｇ 
きまりを理解し，字数に合わせて表現を工夫して，テーマに応じた川柳を作ることができる。 
俳句・川柳を聞いたり読んだりして情景を想像し，感じたことを発表することができる。 

Ｄ 
きまりを理解し，字数やテーマに合う言葉を教師と一緒に考え，組み合わせて川柳を作ることができる。 
俳句・川柳の表す情景を読み取り，教師とやりとりしながら感じたことを伝えることができる。 

  

 
指導計画 

指導内容＜基礎・基本＞ 
 

記入例：【書く：小－３】単語を組み合わせ，主語と修飾語，述語を整えて文を作る。（全員） 
次 時数 

学習活動 各教科等との関連 
 

教科等/単元･題材/主な学習活動･内容 
＜思考力・判断力・表現力／人間関係／主体性 を育む視点＞ ※学習活動の後に該当する番号を記入する 

①学習した知識や技能を主体的に使う ／ ②自分の考えを主体的に表現する ／ ③主体的に友達と協力・協働する 

 

【読む：中】友達と一緒に声に出し，俳句・川柳を正しく読む。（全員） 

 

【読む：中】俳句・川柳を読んで情景を想像する。（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｇ） 

【読む：高】俳句・川柳を正しく読み，内容を読み取る。（Ｄ，Ｆ） 

【話す：中】俳句・川柳を読んで，感想を発表する。（全員） 

一 １ 

１ 俳句・川柳について知る。 

(1) 俳句・川柳を聞いたり読んだりする。 

   有名なもの 松尾芭蕉，小林一茶 など 

身近なもの『お～いお茶』，『友蔵 心の俳句』，『サラリーマン川柳』 など 

(2) 情景をイメージし，聞いたり読んだりした俳句・川柳に合うイラストを当てる。 

(3) 好きな俳句・川柳を選んで感想を書き，発表する。 

(4) 俳句・川柳を音読し，きまりを知る。＜五七五＞  

 
 
 
数学 
「数えよう」「計算しよう」 
→ 数を正しく数えたり，足したり
する 

音楽 
「リズムを楽しもう」 
→ 手拍子をして音の数を確かめ
る 

 

 

【書く：中】句や絵・写真を見て，気持ちや様子を表す言葉を選んだり考えたりしてマスに書く。 

（Ｂ，Ｃ，Ｅ，Ｇ） 

【書く：高】書かれている句に合わせて，状況や字数に合う言葉を考えてマスに書く。（Ａ，Ｄ，Ｆ） 

 

 

 

 

 

 

 

【書く：高】マスや行に合わせて正しく書く。（全員） 

二 ９ 

２ 川柳を作る。 ①②③ 

(1) 俳句・川柳を音読し，きまりを確認する。＜五七五＞  

 (2) （上の句・中の句まで書かれたものに）下の句に言葉を入れて，川柳を完成させる。 

(3) （上の句や下の句に名前を入れて）自分川柳や友達川柳，先生川柳を作る。 

 

(4) テーマから連想する言葉をグループで出し合う。 

(5) グループで出し合った言葉を五音や七音にして，グループで川柳を作る。 

写真川柳，学校行事川柳 など 

 

(6) テーマに合わせてワークシートにイメージをメモし，川柳を作る。 

写真川柳，擬音語川柳 など 

(7) できた俳句・川柳を短冊に清書する。 

国語 
「作文・日記を書こう」 
「一年間の思い出を書こう」 
→ 自分の気持ちを書いて表現す
る 

 
 
美術 
「ポスターを作ろう」 
→ キャッチフレーズをデザイン
する 

 
 
生活単元学習 
学校行事 
（運動会，ふとくフェスティバル，
現場実習 など） 

 

 

 

【聞く：中】相手に注目して聞いたり話したりする。（全員） 

【聞く：高，話す：中】友達の発表を聞いて，感じたことを伝える。（全員） 
三 ２ 

３ 句会をする。 ② 

(1) 俳句・川柳を全員板書する。  

 (2) 全員で音読し，気に入った俳句・川柳を一句選び，投票する。  

 (3) 作った俳句・川柳を一人ずつ発表する。  

 (4) 発表を聞き，感想を書いたり伝えたりする。 

 

＋α（(5) 発表された友達の俳句・川柳に対して，五七五で感想や返事を書く。） 

日常生活の指導 
「朝の会」「帰りの会」 
→ 自分の意見を発表したり友達
の発表を聞いたりする 

 
総合的な学習の時間 
「働くこと・いろいろな生活につい
て考えよう」 
→ 暮らしや余暇への広がり 

（学習したことを余暇活動で活
かす） 

 
＜年間指導計画との関連＞  ＜実施時期や時数に関する評価＞  

 

 

 

ミーティング 授業研究会 

○基にした年間指導計画 ＜記入例：小・国（○段階）「単元・題材名」＞ 

高・国（５段階）「感じたことを表そう～詩・俳句～」 

 

 

 

○実施時期 

 適 当 ・ 要検討 

（               頃） 

○必要と思われる時数 

 適 当 ・ 要検討 

（    時間程度必要） 

＜例：○／(総時数)＞ 

 

＜例：○／(総時数)＞ 

 

 

学部 教科等名 学習集団（グループ名等） 題材名 総時数（実施時期） 

小・中・高 国語 C 「感じたことを表そう～詩・俳句～」 １２時間( １０月～１２月) 

題材の全体目標 

俳句・川柳のきまりを理解し，字数やテーマに合わせて言葉を選んで川柳を作ることができる。 

俳句・川柳を聞いたり読んだりして情景を想像し，感じたことを伝えることができる。 

授業計画シート（ver.４） 


